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求 める試み牲Zimdn によっておこなわれ(1),多 くの液体金属で実験 とよく-

致する結果を得た(2)0

しかし,液 捧金属 として塵めてよく知 られておD,実験 も数多 く在されてい

る水銀については,理論値 と実験値の一致は良 くないことが示 された(2)(5)d

この不一致の原凶 とし七,Mottは液体永銀では状態密度 が,他の液体金属

の ように自由電子的ではな く,･フェ ル ミ ･エ ネ ル ギ ーEFの近傍 で塵小をもっ

たあであろう(4)と考 えたo Lか LZiln｡n の方法に したがって事態を改善する

ことも可能で,Ashcroft(5),Takeuchi(6), お よびEvans(7) らは独 自の

pseudopotential をもちいることによb液体水銀の場 合に も実験値 とよく

あ う値を得ることができた｡

これらの potentialを 水銀に,Animalu-fieineの Potential'(8)を他

の金属に対 して もちLJlて水銀の稀薄合金 (液体 )の電気抵抗 と熱電能を計.算す

る と,実験 とかなbよく合 う結果が得 られる(6)が∴溶質元素が Ia軍の金属

(Ga,In,re )の水銀合金 で観測 されてい卑"熟電鱈がある組成で庭中

となる現象 "を説明することが出来 なかった｡(6)

しか し,水銀の pseudopotentia･lとしでFig.1に (tria'一l丑)として示

したものを使 うことによっ七,Fig.2に示す ように理論値 と実験値の極めて

よい一致 を得られることが出来 るo この pseudopotential(trial荘)は

Animalu一比eineの potentialにFig.1に示 したAUとい う項を付加 し

た もので,(trialⅡ)の形はHarrisonが銅に対 して求めた pseudopoten-

tialの形(?) に酷似 し,またAUは彼の S-dhybridization㌢こよる項 と

同 じ形 をしているo

この ことは水銀においてもS-dhyノbridizationを考慮することが必要で
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水銀 の Pseudopoternt-ia.1

あることを示 すひ とつの証拠 であるのかもしれないO
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Fig･1 水銀の pseud.opoteTtial:_structure fact.or..a.(K)
は実 験 一よ り求 め た 値 , form factorU(K)の うち

UARはAnimalu一日eine,trialIはT畠keuchi∴によるも

の ,trialⅡは UAH に付加項 AUを加●えた ものであるO
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Fig･2 水銀合金の熱電能 : 実･線は実験値′,点線は理論値であ卑0
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